












Results of Ecological Studies of Wild Japanese Monkeys Living in Kinkazan Island during 23 Years























































































































　金華山には現在 6 つの野生ニホンザルの群れ ( Ａ ,
Ｂ1, Ｂ2, Ｃ1, Ｃ2, Ｄ群 ) が生息している。1962 年夏
と冬に行った筆者の金華山での最初の調査では、島に
群れは一つしかおらず、個体数は60～70頭だった(伊








沢 ,1988)。4 回目の分裂 (1983 年 ) と 5 回目の分裂
(1992年)は継続調査開始以降に起こった分裂であり、


















た愛宕神社、山神社、大海祇神社 ( 山頂にある )、水
































を行っている ( 伊沢 ,2000)。ここでもそれに準じて、
3 月末時点の個体数をその年度 ( すなわち前年 ) の個




て、筆者はすでに考察しているが ( 伊沢 ,2000)、地
元の漁師たちによってかなり以前から言い伝えられ
てきた ｢ 島のサルは 200 頭から 300 頭 ｣( 伊沢 ,1983)
という数字の中間値 250 頭に± 25 頭した幅を伊沢
(2000) と同様に図 3に横線を入れると、2回の大量死
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・






















とその後の 1 ～ 2 年を例外とすれば、この 23 年間の
年度ごとの個体数はほぼこの 2本の横線内に収まるこ
とがわかる。





ように、1994 年 3 月には強風による大量の倒木があ





















出生率 (出生数 /出産可能なメスの数 )の年変化は出
生数の年ごとの変化にほぼ比例していることはすでに
検証済みであり (伊沢 ,2000)、ここでは省略した。
　また、1982 年から 2003 年までの年ごとの新生児死
亡数 (出生した年度、すなわち 1年以内の死亡 )とそ
の死亡率を表 2に、年変化の様子を図 5に示した。
　新生児の死亡の時期は死亡原因が異なることから三

















































Ｂ1 Ｂ2 Ｃ1 Ｃ2
1982 7 10 30
1983 9 6 5 9 38
1984 0 2 1 2 5
1985 10 6 9 21 51
1986 5 2 2 2 13～14
1987 5 2 4 3 17～18
1988 6 5 2 3 21
1989 7 6 9 22 47
1990 2 2 1 2 10
1991 8 5 4 9 31
1992 6 3 5 1 2 4 21
1993 3 1 1 2 3 3 13
1994 17 8 13 8 8 22 76
1995 1 1 0 2 2 3 9
1996 12 7 7 5 7 16 54
1997 1 2 1 0 1 1 6
1998 11 6 7 3 6 11 44
1999 5 5 7 3 4 10 34
2000 1 1 3 1 3 2 11
2001 7 8 8 7 4 17 51
2002 4 4 3 2 1 1 15
2003 7 6 3 3 3 8 30






















尾期中の ｢ 交尾期死亡 ｣、交尾期が終了したあとの冬
期間の ｢冬期死亡 ｣である。表 2に示した年ごとの死
亡数について、三つの時期それぞれの死亡数を群れご





出 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 出 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 出 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 出 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 出 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 出 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 出 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
1982 7 1 0 1 4 1 0 1 9 2 0 1 10 1 0 1 30 5 0 4
1983 9 0 0 7 6 0 2 2 5 0 0 3 9 0 0 6 9 2 1 4 38 2 3 22
1984 0 0 0 0 2 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 5 1 1 0
1985 10 3 0 0 6 0 0 1 9 1 0 1 5 0 0 0 21 2 3 5 51 6 3 7
1986 5 0 2 0 2 0 0 0 2 1 0 0 2～3 2 0 1 0 (11 1 3 0)
1987 5 0 0 0 2 1 0 1 4 1 0 0 3～4 3 0 0 1 (14 2 0 2)
1988 6 3 0 0 5 2 0 0 2 0 0 0 5 1 0 1 3 0 0 0 21 6 0 1
1989 7 0 0 1 6 3 0 0 9 0 0 2 3 0 0 0 22 0 2 4 47 3 2 7
1990 2 0 0 0 2 0 1 0 1 0 0 0 3 0 0 0 2 0 0 0 10 0 1 0
1991 8 0 1 0 5 0 0 0 4 0 0 1 5 0 0 1 9 0 0 1 31 0 1 3
1992 6 2 1 0 3 1 0 0 5 3 1 0 1 0 0 0 2 0 0 1 4 2 0 1 21 8 2 2
1993 3 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 2 1 1 0 3 0 0 1 3 0 0 0 13 2 1 1
1994 17 3 0 0 8 1 0 0 13 1 0 1 8 0 0 0 8 0 0 0 22 3 1 1 76 8 1 2
1995 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 3 0 0 1 9 1 1 1
1996 12 1 0 5 7 1 2 1 7 0 0 3 5 1 1 0 7 0 1 2 16 1 1 4 54 4 5 15
1997 1 0 0 0 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 6 0 1 0
1998 11 3 2 0 6 2 0 0 7 4 2 0 3 0 0 1 6 2 0 1 11 5 1 1 44 16 5 2
1999 5 4 0 0 5 3 0 1 7 6 1 0 3 3 0 0 4 3 0 0 10 6 1 1 34 25 2 2
2000 1 0 0 0 1 1 0 0 3 1 1 0 1 0 0 0 3 0 0 0 2 0 0 0 11 2 1 0
2001 7 3 0 1 8 7 0 0 8 5 0 0 7 2 0 1 4 0 0 0 17 1 0 0 51 18 0 2
2002 4 3 0 0 4 3 0 0 3 0 0 1 2 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 15 6 0 1
2003 7 1 1 0 6 3 1 0 3 2 0 0 3 2 0 0 3 1 0 0 8 2 1 1 30 11 3 1

































Ｂ1 Ｂ2 Ｃ1 Ｃ2 死亡数 死亡率
1982 2 2 9 30.0
1983 7 4 3 7 27 71.1
1984 0 1 1 1 3 60.0
1985 3 1 2 10 16 31.4
1986 2 0 1 1 （ 4 36.4)
＊
1987 0 2 1 1 （ 4 28.6)
＊
1988 3 2 0 0 7 33.3
1989 1 3 2 6 12 25.5
1990 0 1 0 0 1 10.0
1991 1 0 1 1 4 12.9
1992 3 1 4 0 1 3 12 57.1
1993 1 0 0 2 1 0 4 30.8
1994 3 1 2 0 0 5 11 14.5
1995 1 0 0 1 0 1 3 33.3
1996 6 4 3 2 3 6 24 44.4
1997 0 0 1 0 0 0 1 16.7
1998 5 2 6 1 3 7 24 54.5
1999 4 4 7 3 3 8 29 85.3
2000 0 1 2 0 0 0 3 27.3
2001 4 7 5 3 0 1 20 39.2
2002 3 3 1 0 0 0 7 46.7























る ( Ａ群とＢ1 群の遊動域、および他の 4 群と比較し









　1982 年 6 月から 2004 年までの継続調査で得られ
た結果のすべては、すでにまとめられているが ( 伊



















































部位 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
アオダモ 樹皮 ○ △ ○ ◎ ○
芽 ○ ○ ○ ◎ ○
葉 △ ○ ○ △ △
花 ○ △
実 △ ○ ③
アオハダ 少 樹皮 ○ ○ ◎ ◎ ◎
芽 ○ ◎ ◎ ○
葉 △
実 △ △ △ ○ △ ①
アカガシ ★ 実 ○ ◎ ◎ ○ ②
アキグミ ▲ 実 △ ③
アケビ ▲ 実 ○ ③
アワブキ 少 実 △ △ △ ③?
イワガラミ 樹皮 ○ △ △ △ ○ ○ ◎ ○
芽 △ △ ○ ○ ◎ ○
葉 △ ○ ○ ○
花 △
実 ○ ③
ｳｽﾕｷﾊﾅﾋﾘﾉｷ 葉 △ △ △
花 ○ ○
実 △ △ △ ③
ウメ ★ 芽 △
葉 ○
実 △ △ ①
ウラジロノキ 葉 ○ ○ ○
実 △ ○ ○ △ △ ①
エゴノキ 実 △ △ ③
エノキ ★ 樹皮 △ △
芽 △ △
葉 △ ○ △ △
実 ○ ○ ①
種類 備考本数
観察時期（月）
エビヅル類 少 樹皮 △ △ ○
  葉 ○ ○ ○ ○
実 ○ △ ③?
ｵｵｳﾗｼﾞﾛﾉｷ 少 芽 △
実 △ ○ ○ △ ①
オニグルミ 芽 △
葉 ○
実 △ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ②
実生 ○
カエデ類 樹皮 △ △
芽 ○ ○ ○
葉 ◎ ◎ △ △
花 △ ◎
実 △ △ △ △ ○ △ ②
カキノキ ★ 実 △ △ ◎ ○ ①
ガマズミ 樹皮 △
芽 ○ △ △ ○
葉 ◎ ◎ ○ △ ○ ○
花 ○ ○
実 △ △ ○ ◎ ◎ ◎ ○ △ △ ①
カマツカ 樹皮 △
芽 △
葉 ○ ○ ○ ○
花 ◎ ◎ ○
実 △ ○ ○ ○ △ ①
カヤ 実 △ △ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ △ △ ②
実生 △ ○ ○ △ △ △ △
キヅタ 樹皮 ○
芽 ○
葉 △ ○ ○ ○ ○ ○
クサギ 少 芽 ○ △
葉 ○











エビヅル類 少 樹皮 △ △ ○
  葉 ○ ○ ○ ○
実 ○ △ ③?
ｵｵｳﾗｼﾞﾛﾉｷ 少 芽 △
実 △ ○ ○ △ ①
オニグルミ 芽 △
葉 ○
実 △ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ②
実生 ○
カエデ類 樹皮 △ △
芽 ○ ○ ○
葉 ◎ ◎ △ △
花 △ ◎
実 △ △ △ △ ○ △ ②
カキノキ ★ 実 △ △ ◎ ○ ①
ガマズミ 樹皮 △
芽 ○ △ △ ○
葉 ◎ ◎ ○ △ ○ ○
花 ○ ○
実 △ △ ○ ◎ ◎ ◎ ○ △ △ ①
カマツカ 樹皮 △
芽 △
葉 ○ ○ ○ ○
花 ◎ ◎ ○
実 △ ○ ○ ○ △ ①
カヤ 実 △ △ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ △ △ ②
実生 △ ○ ○ △ △ △ △
キヅタ 樹皮 ○
芽 ○
葉 △ ○ ○ ○ ○ ○
クサギ 少 芽 ○ △
葉 ○









クマノミズキ 樹皮 △ ○ ○ ○
芽 ○ △ ○ ◎ ◎ ◎
葉 △ △ △ △ △
花 △
実 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ③
クマヤナギ 樹皮 △ △ △ △ △
芽 △ △
葉 △ △ △ △
実 △ ◎ ◎ △ △ ①
クリ 樹皮 △ △ ○ ○ ◎ ◎
芽 ○ △ ◎ ◎ ◎ ◎
葉 △
実 ○ ◎ ◎ ○ △ ②
ケヤキ 樹皮 ○ ○ △ △
芽 ○ △ △ ○ ○ △
葉 ○ ◎ ◎ ○ △ △ △
花 ○
実 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ②
実生 △
コゴメウツギ 葉 △ △ △ ○ △
実 ○ ②
コナラ 葉 △
実 ○ ◎ ◎ ○ △ △ △ ②
実生 △
コブシ × 葉 △ ◎ ◎ ◎ △
サイカチ ▲ 葉 ○
ｻｸﾗ類(植栽) 少 樹皮 △ △ ○
  芽 △ △ △ ○
葉 ○ ○ △
花 ◎ ◎ △ △
実 ○ ◎ ◎ △ ③
樹脂 △ △ △ △




実 ○ ○ △ △ ①
サワフタギ 少 樹皮 ○ ○ ○ ○
芽 ○ ◎ ○ ○
葉 ○ ○ ○ △ △
花 △ △
サンショウ 樹皮 ○ ○ ○ △ ○ ○ ◎ ◎ ◎
芽 ○ △ ○ ◎ ◎ ◎
葉 ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○
花 ○ △ △
実 △ △ ○ ○ ◎ ◎ ○ △ △ ③
シキミ 花 △
シデ類 樹皮 △ △ ○ ○
芽 △ △ △ △ ○
葉 ○ △ △ △
実 △ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ②
スイカズラ 樹皮 △ △
芽 △ △ △
葉 △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ ○
実 △ ○ △ ①
スギ 実 △ △ ②




樹液 △ △ ○ ○ ○ ○ △
チシマザサ 葉 △ △
チドリノキ 葉 △ △ △
実 △ ②
ﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ ▲ 花 △






実 ○ ○ △ △ ①
サワフタギ 少 樹皮 ○ ○ ○ ○
芽 ○ ◎ ○ ○
葉 ○ ○ ○ △ △
花 △ △
サンショウ 樹皮 ○ ○ ○ △ ○ ○ ◎ ◎ ◎
芽 ○ △ ○ ◎ ◎ ◎
葉 ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○
花 ○ △ △
実 △ △ ○ ○ ◎ ◎ ○ △ △ ③
シキミ 花 △
シデ類 樹皮 △ △ ○ ○
芽 △ △ △ △ ○
葉 ○ △ △ △
実 △ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ②
スイカズラ 樹皮 △ △
芽 △ △ △
葉 △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ ○
実 △ ○ △ ①
スギ 実 △ △ ②




樹液 △ △ ○ ○ ○ ○ △
チシマザサ 葉 △ △
チドリノキ 葉 △ △ △
実 △ ②
ﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ ▲ 花 △





ツルアジサイ 樹皮 ○ ○ ○
芽 ○ ○ ○
葉 ○
ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ 樹皮 △ ○ ○ △ △ △ △ △
芽 ○
葉 △ △ △ △ △
花 △
実 △ ③
ツルマサキ 少 葉 △ △ △ △ △
テイカカズラ 樹皮 △
葉 △ △ △ ○ ○
トベラ 樹皮 △ △
実 △ △ ①
ニガイチゴ 芽 △ △
葉 △ △ ○ ○ △ △ △ △ △
花 ○ △ △ ○
実 ○ ○ ①
ノイバラ 樹皮 △ △ △ △
芽 ○ △ △ ○
葉 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○
花 △
実 △ ○ ◎ ○ △ ○ ①
ハリエンジュ ★ 葉 ○ ○
フジ ▲ 樹皮 △ △
花 ◎ ◎
ブナ 樹皮 △ △ △ △
芽 △ △ △
葉 △ △ △ △
花 ◎ ◎ ◎
実 ○ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ②
実生 △
ホオノキ 芽 △ △ △ △ △ △
葉 ○ ◎ ◎ ◎ ○
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ツルアジサイ 樹皮 ○ ○ ○
芽 ○ ○ ○
葉 ○
ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ 樹皮 △ ○ ○ △ △ △ △ △
芽 ○
葉 △ △ △ △ △
花 △
実 △ ③
ツルマサキ 少 葉 △ △ △ △ △
テイカカズラ 樹皮 △
葉 △ △ △ ○ ○
トベラ 樹皮 △ △
実 △ △ ①
ニガイチゴ 芽 △ △
葉 △ △ ○ ○ △ △ △ △ △
花 ○ △ △ ○
実 ○ ○ ①
ノイバラ 樹皮 △ △ △ △
芽 ○ △ △ ○
葉 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○
花 △
実 △ ○ ◎ ○ △ ○ ①
ハリエンジュ ★ 葉 ○ ○
フジ ▲ 樹皮 △ △
花 ◎ ◎
ブナ 樹皮 △ △ △ △
芽 △ △ △
葉 △ △ △ △
花 ◎ ◎ ◎
実 ○ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ②
実生 △
ホオノキ 芽 △ △ △ △ △ △
葉 ○ ◎ ◎ ◎ ○
実 △ ○ ○ ○ △ △ △ △ ③
マツ類 芽 △ △ △ △
葉 △ △ △ △
実 △ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ◎ ◎ ②
マツブサ 樹皮 △ △
葉 △
実 ○ ○ △ ①
マメガキ ★ 実 △ ①
ミズナラ 葉 △
実 ○ ◎ ◎ ○ ②
ミツバアケビ 少 葉 △ △ △ △ △ △ △
ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 樹皮 △ △ △ △
芽 △ △ △ △
葉 △ △ △ △ △ △
花 △
実 △ ○ △ ③
メギ 樹皮 △ ○ ○ ○
芽 ◎ ○ △
葉 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ △ △ ○
花 ○ ◎
実 △ △ ○ ○ ◎ ○ ○ △ △ ③
モミ 樹皮 △
実 △ △ ②
モミジイチゴ 葉 △ △ △ △ △
花 △ △
実 △ ○ ○ △ ①
ヤドリギ 芽 △
実 ○ ◎ ◎ ○ ○ ①
ヤブツバキ ★ 実 △ ②
ﾔﾏｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ 少 葉 △
花 ○ △
実 △ ○ ①
ヤマウコギ ▲ 実 ○ △ ③
ｱｶﾏﾂ
ｸﾛﾏﾂ
ヤマグワ ★ 葉 △




実 ○ ◎ ◎ ①
樹液 △ ○





ヤマナシ 少 葉 ○ △




ヤマブドウ ▲ 実 △ ?
ヤマボウシ 樹皮 △
芽 △ △ △ ○ △
葉 ○ △ △ △
花 △
実 △ ◎ ◎ ○ ○ △ ③
リョウブ 花 △
ヤマグワ ★ 葉 △




実 ○ ◎ ◎ ①
樹液 △ ○





ヤマナシ 少 葉 ○ △




ヤマブドウ ▲ 実 △ ?
ヤマボウシ 樹皮 △
芽 △ △ △ ○ △
葉 ○ △ △ △
花 △
実 △ ◎ ◎ ○ ○ △ ③
リョウブ 花 △
利用
部位 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
イワニガナ 地上部 △ △
ｵｵｳｼﾉｹｸﾞｻ 地上部 △ △ △
オニタビラコ 地上部 ○ ○
カタバミ 地上部 △ △ △ △ △
花 △
カモガヤ 地上部 △




コアカソ 実 △ ②
サルトリイバラ 実 △ △ △ △ ①
ジシバリ 地上部 △ △ △
ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ 地上部 △




実 △ ○ ○ ②




セントウソウ 地上部 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ﾀﾞｷﾊﾞﾋﾒｱｻﾞﾐ 花 △
タチツボスミレ 地上部 △ ○ △ △
チヂミザサ 地上部 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
地下部 ◎ ○ △ ○ ○ ◎ ◎
ﾃﾝﾅﾝｼｮｳ類
 ｳﾗｼﾏｿｳ･ﾏﾑｼｸﾞｻ
ニガナ 地上部 △ △ △ ○ ○
ハコベ 地上部 △ ○ △ △
ハダカホオズキ 実 ○ △ ①
観察時期（月）
備考種類




ハンゴンソウ 地上部 △ △
ヘクソカズラ 地上部 △ △ △ △ ○ △ △
ヘビイチゴ 実 △ ①
ホオズキ 実 △ △ ③
ボタンヅル 葉 △
実 △ △ ○ △ △ △ ③
ミツバツチグリ 花 △
ヤイトバナ 地上部 △
ヤブマオ 実 △ ②
ヤブマメ 地上部 △ △ ○ △ △
ヤマカモジグサ 地上部 ○
ヤマヌカボ 地上部 △ △
地下部 ○
ヤマノイモ 葉 △ △ △
ユリワサビ 葉 △




実 ○ ◎ ◎ ◎ ○ △ ②
－9－
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カワラタケ ○ △ △ △ △















タマゴタケ ○ ○ ○
チシオハツ △
ツキヨタケ △ △
ドクベニタケ ○ ○ ○ ○ ○
トンビマイタケ △
ナメコ ○ ○
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アマノリ
海藻類




コンブ ○ ○ △ △
スジメ △ ○ ○ △ ○ ◎
チガイソ △ ○ ◎ ◎ ◎ ○ △ △
ヒジキ △ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○
ヒトエグサ △ △ △
フクロフノリ ○ ○ △ ○
ホンダワラ ○ △
マツモ ◎ △ ○ ○ ○ ◎
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ﾄﾝﾎﾞ目 アキアカネ ○
    トンボ類 △ 1種
ﾊﾞｯﾀ目 バッタ類＊ △ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ 6種以上
    コオロギ類＊ ○ ○ △ ○ 2種
ｶﾏｷﾘ目 卵 ○ △ △ ○ 1種?
ｶﾒﾑｼ目 エゾゼミ ○ △
    ニイニイゼミ ○ ○
    ヒグラシ ○ △
    アブラムシ類 ○ ○ 1種?
ｺｳﾁｭｳ目 クワガタ類 △ 1種
    ゾウムシ類 △ 1種
ﾊｴ目 アブ類(大) △ △ 1種
   アブ類(小) △ 1種
   ハエ類 △ 1種







ﾊﾁ目 アリ類 △ △ △ 1種
ｶﾒﾑｼ目 ｱﾜﾌｷﾑｼ類の幼虫 △ △ 1種
虫えい △ ○ △ ○ 数種
クモ類 △ ○ ○ △ ○ 数種
ワラジムシ △ △ △
ナメクジ類 ○ △ △ 1種?
カタツムリ類 △ △ △ △ 複数種
サワガニ △
貝類 カサガイ類 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3～4種
   フジツボ類 ○ 1種
   ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ類 △ 1種











































※1 ※2 ※1 ※2 ※1 ※2 
標本No. 性・年齢 頭蓋骨 下顎骨 その他の骨 標本No. 性・年齢 頭蓋骨 下顎骨 その他の骨 標本No. 性・年齢 頭蓋骨 下顎骨 その他の骨
Ｋ－1 ♂ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－42 ♀ Ａ Ｋ－82 ♂ Ｊ ○
Ｋ－2 ♂ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－43 ♂ Ａ Ｋ－83   Ｂ ○
Ｋ－3 ♂ Ａ ○ Ｋ－44 ♀ Ａ Ｋ－84   Ｂ ○
Ｋ－4 ♀ Ｙ ○ Ｋ－45 Ｋ－85   Ｂ ○ ○ ○
Ｋ－5   Ｊ ○ Ｋ－46 ♂ Ａ ○ ○ Ｋ－86 ♀ Ａ ○ ○ ○
Ｋ－6 ♂ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－47   Ｂ ○ ○ Ｋ－87 ♀ Ａ ○ ○ ○
Ｋ－7   Ｊ ○ Ｋ－48 ♂ Ａ ○ Ｋ－88   Ｊ ○ ○ ○
Ｋ－8   Ｊ ○ ○ ○ Ｋ－49   Ｂ Ｋ－89 ♂ Ａ ○
Ｋ－9 ♀ Ｙ ○ ○ Ｋ－50 ♂ Ａ ○ ○ Ｋ－90 ♀ Ｙ ○
Ｋ－10 ♀ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－51 ♂ Ａ ○ Ｋ－91 ♂ Ａ ○
Ｋ－11 ♂ Ｙ ○ ○ ○ Ｋ－52 ♀ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－92 ♂ Ａ ○ ○ ○
Ｋ－12 ♂ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－53 ♀ Ａ ○ Ｋ－93 ♂ Ａ ○ ○ ○
Ｋ－13 ♀ Ｙ ○ ○ ○ Ｋ－54 ♂ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－94 ♀ Ａ ○ ○ ○
Ｋ－14 ♀ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－55   Ｊ ○ ○ ○ Ｋ－95 ♂ Ａ ○
Ｋ－15 ♀ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－56 ♀ Ａ Ｋ－96   Ｂ ○ ○ ○
Ｋ－16 ♀ Ａ ○ ○ Ｋ－57 ♀ Ａ ○ Ｋ－97   Ｂ
Ｋ－17 ♀ Ｙ ○ Ｋ－58 ♀ Ｙ ○ ○ ○ Ｋ－98   Ｂ ○ ○ ○
Ｋ－18 ♀ Ａ ○ ○ Ｋ－59   Ｊ ○ ○ ○ Ｋ－99   Ｊ ○
Ｋ－19   Ｊ ○ Ｋ－60 ♂ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－100 ♂ Ｙ ○
Ｋ－20 ♂ Ｙ ○ ○ Ｋ－61 ♀ Ａ Ｋ－101 ♂ Ａ ○
Ｋ－21 ♀ Ｊ ○ ○ Ｋ－62 ♀ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－102 ♂ Ａ ○ ○ ○
Ｋ－22 ♀ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－63 ♀ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－103 ♀ Ａ ○ ○ ○
Ｋ－23 ♂ Ｂ Ｋ－64 ♀ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－104 ♀ Ｙ ○ ○ ○
Ｋ－24 ♀ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－65   Ｊ ○ ○ ○ Ｋ－105 ♀ Ａ ○ ○ ○
Ｋ－25 ♂ Ａ ○ ○ Ｋ－66 ♀ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－106  ♂ Ｊ-Ｙ ○ ○ ○
Ｋ－26 ♂ Ｂ ○ ○ ○ Ｋ－67 ♂ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－107 ♀ Ａ ○
Ｋ－27 ♂ Ｙ ○ Ｋ－68 ♂ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－108 ♂ Ｊ ○
Ｋ－28 ♂ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－69 ♂ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－109 ♀ Ａ ○ ○ ○
Ｋ－29 ♂ Ｊ Ｋ－70 ♂ Ａ ○ ○ Ｋ－110   Ｂ ○ ○ ○
Ｋ－30   Ｊ ○ ○ ○ Ｋ－71   Ｊ ○ Ｋ－111 ♂ Ａ ○ ○ ○
Ｋ－31 ♀ Ｂ Ｋ－72 ♀ Ａ ○ ○ Ｋ－112 ♂ ＹＡ ○ ○ ○
Ｋ－32   Ｊ ○ Ｋ－73 ♀ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－113   Ｂ ○ ○ ○
Ｋ－33 ♀ Ａ ○ ○ Ｋ－74 ♂ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－114   Ｂ ○ ○ ○
Ｋ－34   Ｊ ○ Ｋ－75 ♀ Ａ ○ ＫＹ－1 ♂ Ａ ○ ○
Ｋ－35 ♀ Ａ ○ Ｋ－76 ♀ Ａ ○ ＫＹ－2 ♂ Ｊ ○
Ｋ－36 ♀ Ｙ ○ Ｋ－77 ♂ Ｂ 紛失 ＫＹ－3   Ｂ ○
Ｋ－37 ♂ Ａ ○ ○ ○ Ｋ－78   Ｊ ○ ○ ○ ＫＹ－4 ♀ Ｙ ○ ○ ○
Ｋ－38 ♀ Ｙ Ｋ－79 ＫＹ－5 ♂ Ｊ ○ ○ ○
Ｋ－39 ♀ Ａ ○ Ｋ－80   Ｂ? ○ ＫＹ－6 ♀ Ａ ○ ○ ○
Ｋ－40 ♂ Ｙ ○ Ｋ－81 ♂? Ｊ ○ ○ ＫＹ－7 ♀ Ｙ
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